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i 会長就任挨拶 抑

第49回定時総会において会長にご承認い

ただきました那覇支部の久高兼―です。

皆様の温かいご支援に感謝してこれから

会務を務めます。

私はこれまで平成15年に那覇支部長を務

め、平成17年からは当会の常任理事を4期
8年間務めました。その経験 も踏まえて、

更に活性化 していきたいと思います。

初めに取 り組んでいきたい点は情報の共

有化の徹底と日常業務の強化連携です。今

年 3月 に連合会より調査測量実施要領の改

訂案が示されました。早速、会員の皆さま

へ内容を開示し、意見を聞いて集め、連合

会へ送付し共有意識を高めたいと考えます。

要領が決まりましたら周知のための研修会

を開きます。

また、法務局との日常業務の事務打ち合

わせを開いて、登記申請業務が円滑に進め

られるよう目指します。今年は法務局側か

ら頻繁に開きたいとのお話がありました。

当会も積紅的にこの機会を活用 します。

次は土地家屋調査士の知名度向上のアピー

ルと社会貢献に努めます。

早速、 7月 に土地家屋調査士法の施行 日

を記念 した 「全国一斉表示登記無料相談

会」に取 り組んでいます。当会では相談者

にわか りやすいタイ トルでアピールしよう

と「土地の境界 トラブル無料相談会」 とし

てこれまで開催しています。今年も相談者

に配慮し、幅広い内容が扱えるよう法務局

職員の皆さんも同席されるようお願いして

います。

久 高 乗 一

このほかにも、10月 と 1月 には法務局の

休 日相談所、11月 には隣接士業ネットワー

クの 「よろず相談会」への協力で県民の土

地の境界に関する困りごとの解決のために

貢献します

同じく7月 には富山県の小学生の自由研

究を絵本にした 「じめんのボタンのナゾ」

を県内の300余 りの小学校 と公立図書館ヘ

寄貝曽します。

小学生にわか りやすい目線で土地家屋調

査士について広められるようにしていきた

いです。

さらに11月 6日 から11日 までは、那覇市

の県立武道館で行われます 「琉球国之図展

と完全復元伊能図フロア展」に当会は共催

団体 として参加 します。

続いて、会の目的であります会員指導、

連絡など努めていきます。

連合会か ら新たに発刊されました懲戒事

例集を研修会や会員へ配布して周知 します。

さて、今期の執行部、副会長を含めた理

事の皆さんは、積紅的に事業執行に向けて

部会を開くなど取 り組んでいます。早速、

研修会の実施検討や各部年間計画を立てて

皆さんヘメールでお知 らせするなど、ヤル

気の添る面々です。

まだ、走 り出した新執行部ですが、皆様

の御意見を賜 りながら事業執行に適進 して

いきます。

どうぞ、皆様 ご協力の方をよろしくお願

いします。
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与 定 時 総 会 祝 辞 抑

本 日、第49回沖縄県土地家屋調査士会定

時総会が開催されるにあたり、県内各地の

会員の皆様に、直接お目にかかってお祝い

の言葉を述べる機会を得ましたことは、大

変光栄に思っております。貴会及び会員の

皆様方には、平素から登記事務を始めとす

る当局の所掌事務の円滑な運営に、格別の

ご協力とご支援をいただいてお りますこと

に対 し、厚 くお礼を申し上げます。貴会に

おかれましては、土地家屋調査士制度の充

実発展のために日々ご尽力され、着実にそ

の成果を上げておられます。 これは会員の

皆様が土地家屋調査士としての社会的役割

と使命を強く自覚され、国民の信頼と期待

に応えてこられた賜物であり、心から敬意

を表する次第であります。また先ほど、多

年にわたり土地家屋調査士業務に従事され

た会員の方々を表彰ささせていただいたと

ころですが、受賞された方々の今 日までの

ご労苦とご努力に対 し敬意を表し、心から

お祝いを申し上げます とともに、なお一層

のご活躍を祈念いたします。本 日は折角の

機会でありますので、現在の法務局を取 り

巻 く情勢について、若干紹介させていただ

きたいと思います。第一は適正迅速な事務

処理 についてであ ります。 当局管内にお

ける表示登記の事件数は、平成22年 が約

2万 4千件、平成28年が約 2万 6千件、平

那覇地方法務局長 内 木 場  ―

成24年が約 2万 3千件とここ数年は約 2万

数千件台で、ほぽ横ばいの状態で推移して

お ります。今後、政府の経済政策等による

景気の動向が、表示登記の件数にどのよう

に影響をするのか気になるところでありま

すが、当局としましては、経済活動の基盤

でもある不動産の現況を正確迅速に登記記

録等に反映させる責任を担う行政機関とし

て、今後 もよ り効率的な事務処理を追及

し、適正迅速な事務処理に努めてまいりま

すので、 ご協力をお願いいたします。第二

は、オンライン登記申請の利用拡大につい

てであります。オンライン申請については

ご承知のとお り、不動産登記申請を含む計

5の手続きについて、平成25年度末の目標

値が71%と 設定されてお ります。登記事務

のオンライン申請の利用率アップを図るた

め、 これまで貴会 と法務局が連携し、種々

の取 り組みを行ってお りますが、今後もオ

ンライン申請の利用拡大にあたっては、皆

様方のご協力なくして利用率の向上は困難

でありますので、引き続き利用拡大に向け

てご協力をお願い申し上げます。第二は、

乙号事務の包括的民間委託についてであり

ます。当局における登記簿の公開等に関す

る事務の包括的民間委託については、平成

20年 4月 か ら始まり、本年度か らは株式会

社メルファムという民間事業者により窓口



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (3)

業務が行われてお ります。今のところ、大

きな混乱等もなく事務処理がされてお りま

すが、法務局として引き続き受託授業者に

対する適切な監督を通して、さらに質の高

い公共サービスの提供に努めてまいります

ので、皆様のご理解 とご協力をお願いいた

します。第四は、法14条地図作成作業につ

いてであります。平成24年度は那覇市与儀

地区で地図作成作業を行い、約98%と いう

高い筆界確定率を達成しました。本年度は、

那覇市山下町の面積0.181平 方キロメー ト

ルについて二年目作業が行われてお り、今

月12日 に那覇市立垣花小学校林育館におい

て、住民説明会を実施したところでありま

す。第五は、筆界特定制度についてであり

ます。筆界特定制度が導入され既に七年が

経過してお りますが、沖縄県内における本

年 3月 末までの筆界特定申請手続数は、累

計で111申請、168手続きとなってお ります。

当局では行政サービス向上と筆界特定事件

の掘 り起 こしのために、昨年度、県下一斉、

法務局休 日相談所を開設 しましたところ、

合計170件 の相談のうち61件が筆界特定に

関する相談であつたことか ら、同制度の潜

在的な需要はかなり高いものと予想されま

す。相談所開設にあたっては、貴会及び会

員の皆様にご協力をいただきました。改め

て感謝を申し上げます。筆界に関する専門

的知識を有する土地家屋調査士の皆様には、

筆界調査委員として、また筆界特定の申請

手続きの代理人として、今後とも制度のよ

リー層の普及定着を図るため、 ご協力とご

支援をよろしくお願いを申し上げます。以

上、法務局を取 り巻 く情勢について、何点

か申し上げましたけれども、私 ども法務局

といたしましては、今後 とも適正迅速な事

務処理を行い、法14条地図作成作業を始め、

表示全記等に関する重要施策に積極的に取

り組んでまいる所存でございますので、会

員の皆様方におかれましても、その社会的

役割が益々重要視されてお り、表示登記制

度がよリー層国民の期待と信頼に応えられ

るよう、今後とも引き続き、 ご尽力をいた

だきますようよろしくお願いを申し上げま

す。最後に本総会のご盛会を祝し、沖縄県

土地家屋調査士会の今後益々のご発展と会

員の皆様方のご健勝、 ご活躍をお祈 り申し

上げまして、私の祝辞 とさせていただきま

す。本 日はおめでとうございました。
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もコ定時総会祝辞〃

本 日ここに、那覇地方法務局長を始め、

多くのご来賓の方々をお迎えし、沖縄県土

地家屋調査士会第49回定時総会が盛会に開

催されましたことに、まずもってお慶びと

お祝いを申し上げます。また、 日頃から沖

縄会長を始めとして、役員の皆様、そして

会員の皆様には、 日本土地家屋調査士会連

合会の会務運営につきまして、 ご理解・ご

協力をいただいてお りますこと誠に心強く

感謝を申し上げます。お陰をもちまして、

平成24年度の連合会の事業は、概ね所期の

目標を達成することができたものと思って

お ります。 この場をお借 りいたしまして厚

く御礼を申し上げます。なお、事業経過の

詳細につきましては、 6月 の連合会定時総

会において報告させていただきます。さて、

我々土地家屋調査士は、不動産の表示に関

する登記手続を通 じて、不動産に係る国民

の権利の明確化に寄与しているところ、近

年は表示に関する登記の事件数が半減 して

お り、土地家屋調査士業務は大きな転換期

に来ているものと考えてお ります。そこで、

専管業務である土地家屋調査士法第3条業

務の拡充を図るとともに、土地家屋調査士

の知見 と経験を生かすことのできる新たな

業務領域の開拓が必要であると考えてお り

ます。 これ らについては、平成25年度の事

業計画の中で鋭意取 り組んでいくこととし

てお ります。 これ らの事業 に取 り組む上

で、欠かす ことのできないものが、 これま

で申し上げてきた会員の帰属意識の高揚で

あります。会員一人一人が土地家屋調査士

という専門資格者であることに誇 りを持ち、

日々の研鑽による適正な業務とその対価に

相応 しい適切な報酬を常に意識することが、

日本土地家屋調査土会連合会会長 竹   内  入 コ
十 二

帰属意識に繋がるものと考えます。各土地

家屋調査士会におかれましては、研修会等

の機会を通じて適切な会員指導の下、会員
の帰属意識の高揚にご尽力をお願いするも

のであります。また各ブロック協議会で説

明いたしました土地家屋調査士が保有する

業務情報の公開システムの構築や、昨年度

の研究所の研究テーマに掲げた道路内民有

地の取扱い及び土地家屋調査士の境界立会
い代理業務等について、その研究成果を具

現化するとともに、引き続き官公署に対す

る公共嘱託事務における土地家屋調査士制

度及び土地家屋調査士法に基づく適正な公

共調達のあり方を、全国土地家屋調査士政

治連盟と協力しながら進めてまいりたいと

考えてお ります。しかしながら、土地家屋

調査士会と会員の協力なくして、 これ らの

実現と土地家屋調査士制度の発展はないと

考えますので、 ご理解とご協力を切にお願
いする次第であります。土地家屋調査士制

度は、依然として厳 しい環境の中にありま

すが、いつの時代におきましても、社会の

要請に応え、国民の信頼に応えることがで

きる土地家屋調査士であるために、連合会

は、土地家屋調査士制度の充実 。発展と土

地家屋調査士の専門性の活用推進に全力で

取 り組み、役員一丸 となって邁進する覚悟

でお ります。沖縄県土地家屋調査士会並び

に会員諸兄の一層のご理解 とご提言を賜 り

たくお願い申し上げます。結びに当た り、

本 日ご列席の皆様のご健勝と沖縄県土地家

屋調査士会の益々のご発展を祈念し、お祝
いの言葉といたします。
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富隅偵治先生直筆の役員一覧 ～
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当会会館の応接室傍に相談役の宮崎禎治先生直筆の役員一覧が掲載されています。

先生は、お電話で 「新 しい会員名簿が出来るまで、誰が役員かわからないと困るので、

名簿を提出すると、先生は直く
゛
に一覧を作 られて貼 られました。

新人の会長 として大先輩よりこのようなご配慮をしてもらい、 こんなにうれ しいこと

はありません。

宮崎禎治先生、大変律l立派な役員一覧をありがとうございます。

先生はいつも会務について真剣に向き合ってくれています。会長に就任後 も激励、律l

助言を頂きました。

また本会のみな らず、私が那覇支部長をしていた頃も支部研修会の題材で困つている

ときに助けてもらい大変お世話になりました。

改めて、我々執行部は皆さんの温かいご支援のもとに支えられていると感じました。

これからもよろしくお願いします。

執行部を代表して

会 長 久 高 兼 一
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締役員・支部反就任挨拶

Ⅲ 刃F覇支吉「長就任挨拶 そ

平成25年 4月 開催の第42回定時総会で那

覇支部長就任 (2期 目)し ました島袋裕二で

す。 (平成10年開業)刃Б覇支部役員 として

見飽きた感もあるかと思いますが、今年度

もしっか りお勤めして行きたいと思います。

二冨U会長 (財務部長兼務)就年挨拶 抑

島 袋 裕 ニ

つこつ努力して行きたいと思っております。

副会長職及び財務部事業計画の内容を

しっかり把握し本会に貢献出来るよう努力

いたしますので、会員皆様のご指導ご鞭撻

をいただけますよう、よろしくお願い致し

ます。

平成25年 5月 開催の第48回定時総会にお

いて、副会長 (財務部長兼務)に就任 しま

した那覇支部会員島袋裕二 (平成10年開業)

です。

本会役員を経ることなく、いきなりの副

会長職であり他県の役員及び隣接士業者様

方との面識もなく困惑してお りますが、 こ

島 袋 裕 ニ

真面目な人間だと本人は思ってお ります

が、へ らへ らするなと注意を受ける時もあ

り。会員皆様のご指導ご鞭撻を支えに今期

も頑張 りますのでよろしくお願い致します。
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名 副会辱就任挨拶 捧

常任理事 1期、理事 1期 と微力ながら調

査士会会務に関わってきましたが、今期は

思いもかけず久高会長の指名を受け副会長

に就任することになりました。

今般、十分とは言えずとも、様々な広報

活動により社会に対する土地家屋調査士の

知名度が徐々に上 り、また国民の不動産表

示登記に関する知識が高まってきているの

を日々の業務を通じ感じる事が有 ります。

それに伴い、国民は、我々土地家屋調査士

に対し、義務・責任の履行を期待 し、満足

を得 られない場合は法務局又は調査士会に

苦情という形で上がって来ています。更に、

法務局を取 り巻 く社会情勢の変化は、我々

土地家屋調査士に対 し更なる研鑽を求め、

責任所在の明確強化を求める事に繋がって

行 くのは必然な事となるでしょう。

土地家屋調査士は、制度の変換、業務の

多様化を認識し、将来を見据えた更なる発

展を目するとともに社会的使命を再認識 し

なければならない困難な時期にあると思い

ます。

かな リハー ドルの高い話となりましたが、

課題を心の片隅にとどめながら、私は、業

務部、研修部、社会事業部を担当する副会

長 として各部の活動を補佐するとともに、

久高会長をはじめとする各部の理事との協

レヒ 幕 定 与

調を持ち、浅学非才ではありますが調査士

会の一助になるように心がけてまいります

ので会員の皆様のご協力をよろしくお願い

申し上げます。
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皆様こんにちは、 この度総務部長に就任

しました金城行据です。

今回会長に就任なされました久高氏より

総務部長を引き受けてくれないかとの話が

あり総務部長に就任 してお ります。

私 としては久高会長からのお誘いの時に

も業務部、研修部の方が向いているのでは

ないかとお話しさせて頂いたのですが、業

務部は伊波学氏、研修部は伊藤進氏を考え

ているとのことでしたので総務部を引き受

けさせていただいてお ります。前回も総務

部の理事を務めてお りましたが常任理事は

今回が初めてです。常任理事と言うことで

沖縄県土地家屋調査士会及び連合会にも微

力ながら責任を感じてお ります。

さて、 日本全国を見渡 しても土地家屋調

査士を目指す人特に若者の減少傾向がとま

りません。

そんなに魅力のない仕事なのでしょうか。

このまま受験者数の減少がつづけば、魅力

のない仕事、さらには必要のない資格 との

評価を受けている気になります。

皆様は、 日々の仕事をしていてどのよう

に感 じてお りますか。魅力がなく、必要の

ない資格と感 じてお りますか。

私は、最近頻繁にテレビで報じられてい

る領海侵犯の話も、私共が毎 日接している

土地の筆界に関する問題も本質は同じとこ

ろにあると考えてお ります。その本質は簡

単に言い表せるものではなく非常に難 しく

咀 総務部長就任挨拶 搾

全 行  男

デリケー トな問題を含んでいると日々思い

を強くしてお ります。

その様な非常に難しくデリケー トな問題

を解決の方向に近づけるために私共土地家

屋調査士は法令等の知識を深め、又誤差と

言う決してなくならない物と日々向かい合

い測量技術を高め日々研鑽 してお ります。

そして、それ らの知識、技術を備えた上で

人と人の間に立ち問題の解決に尽力してお

ります。

素晴らしい仕事ではありませんか。

この気持ちが大事だと思います。

沖縄県に登録している土地家屋調査士全

ての人が 「土地家屋調査士と言う仕事は素

晴 らしい仕事だ。」 と言 う気持ちで世の中

のために貢献して頂けたら、この気持ちが

全国に伝わ り、いずれは土地家屋調査士に

なりたいと言う人々を生みつづけると思い

ます。

そのために私がまずできることは、総務

部長として沖縄県土地家屋調査士会の会務

に尽力しながら日々の業務では自ら進んで

「土地家屋調査士は素晴 らしい仕事だ。」 と

の思いを持ち、世の中に貢献 していくこと

と思ってお ります。

最後により良い沖縄県土地家屋調査士会

になるよう頑張つてまいりますのでどうぞ

皆様のお力をおかしください。よろしくお

願いいたします。
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[耳 邑干口ぃ「膏
"千

■'ご

宜野湾支部の推薦を受け、再び理事 とな

りました伊波学です。

前回は、広報部長として会の広報誌編集

発行をとおして広報活動にかかわることが

でき良い経験をさせていただきました。

今回は、業務部という大変重責な位置の

部長をすることとなり、恐縮に思ってお り

ます、まだ開業して 8年 目の私が土地家屋

調査士業務に関して会員の皆様に対応でき

るか不安ではありますが、会長ほか役員の

皆さまのご協力を得て会務に精進してまい

りますのでよろしくお願いします。

土地家屋調査士業務は、土地家屋調査士

1営業部長就任挨拶 抑

伊  波 学

試験の書式問題でも問われますように依頼

者の依頼内容を確認把握することが大事で、

それに伴う資料の調査収集が重要なポイン

トであります。

この資料の収集方法等 を資料管理委員

会・広報部と連携して会員の皆様に情報公

開を進めていきたいと思っています。

また、法務局との協議会も密に行い会員

皆様の業務が円滑に行えるようにしたいと

思っています。

会員の皆様の業務が適正・迅速に行える

よう精一杯努めたいと思いますのでよろし

くお願いします。

転 研修部長就任挨拶 抑

この度、研修部長という大役を仰せ這わ

り、気が動転 しています。私 も入会 して、

まだ 8年目と浅く勉強不足な面も多々あり

ますので自己研鑽も兼ね任期 2年間、会員

の役に立てれば幸いと奮起し頑張っていこ

うと思っています。

それで、前年度までの研修に於ける会員

の 「希望する講義アンケート」の集計を踏

まえて、研修会のテーマを考え実行 してい

きたいと思います。

伊  盛 進

それから公嘱協会が設置・整備していく

登記基準点は今後の土地家屋調査士制度の

安定発展に寄与するものであり、その利活

用等に向け公嘱協会と連携、協力していか

なければならないと思います。そして、新

人若手の育成も図るべく研修等も実施して、

会の発展に繋げていければと思います。

以上、諸先輩先生方の助言協力が必要と

なります。何卒、よろしくお願い申し上げ

ます。
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二 広幸R書[長就任挨拶 み

第49回定時総会において選考され、 3期

目の理事を務めることにな り、新役員での

初理事会で 2期 目の広報部長を務める事に

なりました。

今年度の事業計画に絵本 「じめんのボタ

ンのナゾ」を小学校 。図書館へ寄贈する件

と沖縄県土地家屋調査士会の看板を設置す

る。を盛 り込みました。また資料センター

管理委員会も書籍等をPDFの データにし

てお り、ホームページに掲載 していく計画

や政治連盟か らもホームページにおける情

報発信を要望 していたこともあり、次の部

長さんは大変だな― と思っていましたが、

久高兼一社会事業部長が会長になるとのこ

とで、いつも会務の件ではお世話にな りっ

ぱなしで、少しでも力になれればと会長の

やる気に後押 しされ、や り残した仕事は引

続き私がや らねばと思いました。

今年度はインターネット会報を取 りやめ

以前の年 2回の冊子による発行になります。

まだインターネットの環境に慣れない会員

も多く感 じられますので、 これからは研修

部・業務部 とも連携 して、多くの情報発信

を心がけ会員の皆様がホームページに関心

を寄せていただけるように私 自身もバー

ジョンアップしていかねばならない事を実

感してお ります。

開業 して20年 目になりますが、土地家屋

ふ 数 厚

調査士という資格により生活させて頂いて

いる事に心より感謝 しつつ、土地家屋調査

士会の発展また会員の皆様の役に立てるよ

う精一杯頑張っていきたいと思っています

ので、 ご支援とご協力よろしくお願いいた

します。

PS.広 報部では随時、会員の皆様から

の投稿お待ちしてお ります。
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二 社会事業部長就任挨拶 抑

本年度より本会社会事業部長に就任させ

ていただきました吉野仁です。宜 しくお願

いします。

私は平成23年～ 52年 4月 までの 2年間、

本会南部支部会長を努めてきました。

在任中は支部会員の多大な協力のおかげ

で無事努め終える事が出来ました。ご協力

いただいた皆様に感謝申し上げます。

4月 末の支部総会で新支部長も決まり引

き継ざも無事に終え一息ついていた 5月 中

旬の雨の中、突然それはやってきました。

前会長宮城朝光さんが宜野湾支部の仲宗

根善浩さんと那覇支部の久高兼一さんを引

吉 野 仁

き連れて突如、当事務所に来 られて本会理

事・社会事業部長を引き受けるよう要請さ

れました。

まさに寝耳に水・晴天の壽露でしたが、

岬し売り顔負けの巧みな話術 と強引な勧誘

技に祠]弄 され一考する間もなく社会事業部

長という大役を引き受ける事となりました。

後悔先に立たずの思いがいまだ拭えません

が、新会長の久高さんも律l指導して下さる

とお約束されましたので在職中の 2年間を

一生懸命努めていく所存であります。会員

皆様のご協力よろしくお願いいたします。

i財務 0社会事業部理事就任挨拶 捧

立
皆さん今 日は、私はうるま市字栄野比で

員柴平土地家屋調査士事務所を開業してい

る員榮平勉 と言います、平成 3年 3月 に開

業 し今 日に至っている次第で律l座 います、

何分調査士業務を始める以前には、登記業

務以外の仕事をして来ましたので、先ず登

記と言う其の物が分か らず途方に暮れてい

ました、試験には合格したものの、実務は

経験がないものですか ら、法務局への提出

書類は不備の連続であり法務局の調査官か

らは、お叱 りを受ける日々です、そうこう

良染千   勉

しながら、先輩調査士達様に相談を持ちか

け、御教示を頂きなが らなんとか半人前ま

でに育てあげられているのに感謝を致す次

第であります、開業し22年 目に入 りました

が、業務だけに専念 し、今 日まで会務への

参加を疎かにしてきましたので、 これか ら

は役員の苦労を共有 しつつ、業務、会務に

協賛 し微力なが ら会の発展に寄与していこ

うと言う思い出ありますので、宜 しくお願

い申し上げます。以上略式ながら役員挨拶

として頂きます。
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今回、沖縄県土地家屋調査士会の理事を

務めさせていただく事 となりました、南部

支部の國吉真介です。

総務・社会事業担当となります。調査士

会を含め何か しらの理事に就任するのは、

初めての経験でありますので、事業内容な

ど分からない事が多 く、前担当者と比べる

とまだ力不足とは思いますが、総務部長の

金城行男様、社会事業部長の吉野仁様の力

をお借 りしながら、 日々学習を重ね少しで

も早 く会員の皆様のお役 にたてるよう頑

張つてまいります。

ここで私が仕事をする上で心している事

を少し申し上げたいと思います。諸先輩方

か らすればあた り前の事 とは思いますが、

私が扱っているのは依頼者の土地のみでは

なく隣接地を含めたすべてが個人の大切な

財産だという事です。私が資料調査・測量

方法及び判断を誤れば土地所有者の大切な

個人の財産を無駄に減少させたり、所有者

同士を喧嘩させる場合があるからです。

1総務部 D社会事芋部理事尊任弊彎 搾

國 吉 真 介

調査士会の理事としても、一人の土地家

屋調査士としても、まだまだの私ではあり

ますが、皆様の温かいご指導をよろしくお

願いいたします。
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転 総務部 0広報部理事就任挨拶 枠

ハイサイ !みなさま、 こんにちは 1名護

のキジムナー、またの名を仲井間慎也と申

します。このたび、理事をや らせていただ

くことになりました、宜 しくお願い致しま

す。調査士事務所を始めて、 もうす ぐ6年

になるところですが、いまだ未熟者ですの

で、いろいろとみなさまのご指導を受けな

がら、自分の中の何かを発信し、自分 らし

くがんばれたらと思います。どうぞ宜 しく

お願い致します。

最近の話題といえば、やはり東京オリン

ピック開催決定でしょうか。東 日本大震災

から約 2年半、未だ改善されない汚染水問

題と暗いニュースの中、つかんだ勝利。 日

本人の誰もが喜びに沸いた瞬間ではないで

しょうか。マスコミも既に今年の流行語大

賞に 「お 。も・て 。な 。し」が 「今でしょ」

を上回る予想をしています。

私は前回の東京オリンピックの10年後生

まれですので、記憶にございませんが、 7

年後開催時には46歳 にな ります。7年後開

仲井問 慎 也

催を最後に、次 日本で開催されるころには、

もうこの世にはいないかもしれません。ぜ

ひ出てみたい、失礼、ぜひ観てみたいもの

です。

日本経済も、円安、デフレ脱却、オリン

ピック招致と、わずかながら、希望の光が

みえはじめてきました。我々業界も上向き

に進んではしいものです。

私も、カメのようにゆっくりと、歩んで

いきたいと思います。

鶴は千年、亀は万年、つるつる飲んでよ

くカメカメ。

ありがとうございました。
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i 業務部 D研修部理事就任挨拶 滓

この度、那覇支部推薦で業務・研修部理

事に就任 しました譜久山朝勝です。今回初

めて理事を務めることにな りした。私は、

平成16年 3月 に開業して今年で10年 目にな

ります。今 まで本会理事は、特別な人が

やるものだと勝手に思い込んでいたので依

頼が来たときは正直戸惑いました。何の取

り得もない自分が果たして勤まるのでしょ

この度、平成25年度第 2回理事会におい

て、宮古支部推薦により、再度業務部と研

修部の理事に就任致 しました下地和博です。

理事に就任 し、 3期 目にな ります。

力不足で、なかなか思う様に調査士会の

為、宮古支部の為、動けなかったと反省仕

切 りです。ですが、就任 したからには努力

する機会を与えられたと思い自己研鑽 して

行 こうと思います。

私の好きな詩に、「青春 とは、人生のあ

る期間を言うのではなく心の様相を言うの

である…」というサムエル・ウルマンの『青

春』 とい詩があります。又、気持ちを新た

譜久山 朝 勝

うか ?こ れか らは、責任感をもって、諸先

輩方の御指導を受けなが ら少 しでも学ん

でいけたらと思います。微力ではあります

が、土地家屋調査士会の発展と会員の業務

の向上のために頑張つていきたいと思いま

す。今後 ともご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願い致します。

下 地 琴口 博

にして、 この詩にあるようにこれからもよ

い様相を持ち、いつまでもみずみずしい『青

春』のごとく楽しみなが ら務めていけたら

思ってお ります。

微力ながら調査士会の発展のため頑張っ

ていきたいと思ってお りますので、どうぞ

宜 しくお願い致 します。

これから2年間、調査士会及び宮古支部

の為 少 しでも役に立てる様、努力してい

きます。

会員の皆様、 ご指導 ご協力宜しくお願

いします。
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今年度調査士会役員改選にて、業務・研

修部理事及び八重山支部長に就任 しました、

遠藤正夫です。今回支部長として 3期 目に

なりました。八重山支部は会員 8名 で少人

数の支部ではありますが、沖縄県最南西の

八重山諸島の土地建物調査及び登記事件を

会員全員で業務を遂行 しております。

今年 3月 に、八重山郡民待望の 「新石垣

島空港 。南ぬ島石垣空港」が開港しました。

沖縄本島はもとより本土直行便が増便され、

咀業務・研修部理事及び八重山支部長就任挨拶抑

遠 藤 工 夫

LCCが 新規参入し、運賃面で低価格が実

現しました。もちろん、観光客も増え八重

山諸島が活気にあふれている、今 日この頃

です。

最後になりますが、調査士会理事として、

業務・研修部理事も 2期 目となります。今

後沖縄県土地家屋調査士会の発展に今まで

の経験を生かし、微力ながら貢献できれば

と心がけてお りますので会員皆様、 ご指導

宜しくお願い致します。

こ 南部支書「長就任挨拶 抑

この度、南部支部長を務めることになり

ました大城隆です。

平成10年より、糸満市で開業して15年 目

にな ります。初めての支部長であり役職を

こなす ことが出来るか心配していましたが、

前任の支部長、吉野仁先生の提案によりご

本人が副支部長となり協力していただくこ

とになり、大変心強 く思ってお ります。 2

年間微力ではありますが、会員の皆様のお

夫 成 隆

役に立てるよう頑張 りますのでご指導ご協

力宜しくお願い致 します。
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この度、宜野湾支部長を務めさせていた

だく事になりました島 康博と申します。

支部長の座は、まだまだ先の事だと思っ

ていましたので早 くも大役を任され大変、

恐縮してお ります。

今年は中部支部より分会 して10年 目の節

目にあたります。

宜野湾支部は、大先輩の方々が元気なこ

去る 4月 26日 (金)の 中部支部定時総会

において、今期支部長を務めることにな り

ました吉元 と申します。

会員登録し早18年 目とな りました。時間

のみが過ぎ去ったような感 じがします。支

部長も会員番号順に回つてくような支部長

なので、支部をまとめられるか困惑するよ

うな感 じです。ただ支部長になったからに

は、会員同士の親睦、研修会を充実できる

様にしたいと思います。さて中部の大きな

4宜 里予湾支書F長就任挨拶 蜂

咀 中吉1支書B長就任挨拶 搾

島 康 博

とと、今年度より若い会員の桃原さん平西

さんが加わ り、さらに活気あふれる支部に

なることと期待してお ります。

誠に微力ではございますが、会員の皆様

のお役に立つようがんばっていきたいと思

いますので、なにとぞ ご指導 ご支援の程、

よろしくお願い申し上げます。

一九■
ロ

業務としては、沖縄振興一括交付金による

沖縄市の里道表示登記が、上げられます。

(た だし、沖縄市に事務所をお く調査士の

みですが)業務拡大が見込まれます。最後

に、支部の発展は一人一人会員の協力がな

ければなりません。中部支部役員とともに

微力ながらではありますが、中部支部のた

めに精一杯がんば りますのでどうぞ宜 しく

お願いいたします。



沖縄県土地家屋調査士会
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咀 続・私の道づくり 搾

1  はじめに

昭和47年 に日本復帰以前、都市近郊町村

は都市計画法、建築基準法等も未施行地域

が多くあった。

いわゆる建築物の敷地は道路に接続 しな

い土地であっても、建築物の建築届けさえ

すれば平屋であれば建築主は自由に建築す

ることが出来る時代であった。

日本政府の沖縄 日本復帰発表前後か ら、

都市近郊地域においては、農地法、都市計

画法、建築基準法等の規制関連法の適用直

前、急激に田、畑、原野、山林、墓地等の

地目も考慮することなく、 しかも土地改良

施行済みの真中であっても開発ブームは押

し出せたのである。世替 りに先進の他府県

大手業者 も参入 し、里道 1本 さえあれば山

間地も切土、盛土と掘 り起 こした結果は工

事中か ら、少々の降雨時に土砂流失の発生

と低地の冠水被害の多発は地域住民との ト

ラブルを引き起こしている。琉球政府も宅

地開発指導要綱等を急速作成、行政指導に

乗 り出し、努力はしたが、法規に基づく規

制ではない為に業者は単なる災害防止策で

「めやす」 にすぎないと云い、公衆用道路

となる土地でさえ、公共団体に無償譲渡す

る意志は示さず隣地開発に活用する状況が

見 られたのであります。公衆用道路の土地

地目変更手続きは放置されて登記簿では宅

地の状態で推移 してきました。

刃Б覇支きБ宜 保 九 明

2 地 目変更登記業務の依頼の経緯

当該地区内建築物の増築等でわず らわし

い手続、道路維持管理の負担増等、住民が

負う事は自治体行政運営の遅れを指摘する

声が強まり、生活道路 となっていなが ら、

未指定であることで水道・下水道管の布設

時に土地所有者の承諾書も要求される始末

である。住民は不満・苦情が多 くなり開発

行為に係わった関係者にも直接、苦情は届

けられました。

その事か ら早急に自治体の生活道路指定

を要請するには土地の公衆道路への地 目変

更の手続を決意して、受委託を依頼してき

ました。代表精算人を登記簿で確認、地

図、要約書、地籍測量図等を取得して道づ

くりを開始 しましたが、最初に相談した関

係土地所有者は、変更手続に反対であると

表明した。反対する土地所在地は地区外側

に位置しているのでその土地を外して手続

きを進めた。また、何 日ごろから公衆用道

路として使用されたかは開発地区奥地の建

物等の課税証明書を収集して証明書をまと

めた。代表者所有地については承諾を得る

必要があることか ら戸籍証明を願い出たが、

40年 の経年によって証明不可ということで

ある。代表者の不在証明願いで証明書を発

行 してもらい当時の居住地にいって、生前

状況準を調査 したところ、新都心地区に転

居 したとの情報で街区整備担当課で聞いて
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も当時の事情は知 らないということである。

戸籍担当課に戻 り、改制原戸籍等の相談を

していると、不思議にも、代表者のことは

よく知っているという老女が声をかけてき

ました。「代表者は県外出身だが死亡 して

います。養子がいました。」 との証言であ

る。す ぐに改制原戸籍等の証明書を取得し

て、養子の出身地に出向き面談しようとし

たが、その住所地は空地となっていて、今

度は集落の長老にお世話になった。

養子は当該集落に居住 しているが、昼中

は仕事のため夜遅く帰宅するとの情報であ

り、気長に待って面談することができた。

本人である事は、車の運転免許証で確認

し、本人には開発地区に宅地も存在すると

事情を伝えると、本人もびっくりです。土

地地目変更登記手続について事情を説明す

ると 「事情はよく判った。」 と返事で手続

を進めることができたのであります。

3 地域住民の苦悩

当該開発区域内に居住する一世代は、住

みよい村づ くりを目指 して、集会所建設、

広場整備、道路の維持管理を自ら実施 して、

コミュニティ活動に努めてきました。世代

交代もみ られるなかで、住宅等の増改築、

老朽化で建て替えが進むにつれて、土地の

権利関係によって苦悩があります。つまり、

既存道路の建設時期、既存道路の敷地の購

入要求、既存道路の利用制限等はこの地に

入居当時は考えもしなかったことである。

これ ら諸課題は、個々の居住者で解決困

難と思われるが、行政の手助けが必要では

ないかと思っている。本県は終戦後、 自然

発生的に居住地が点在してつくられたこと

と同時にその細い道 を基 に、復帰直前に

なって開発行為のブームが起 こったので

ある。

米国民政府時代は、道路排水路の付け替

えの加工登記も制限されて、いわゆる、主

権が失われて、他府県並みの法理の扱いも

なされず、他府県民とは公平性を欠いてい

た状態で開発行為を許した結果、混乱が起

こっている。したがって、 この土地問題は

復帰処理の一環として優先的に捉え、課題

解決に取 り組む必要があると思っている。

関係各位のご検討を願うものであります。

4  終わ りに

土地行政の遅れは、経済活動の停滞、適

正課税の困難、公共財産の管理不備と災害

発生時の対応にも支障してくる。課税にあ

たっても、認識が低くなり、土地に対して

は、固定資産課税に加えて国保料を税に置

き換えて、資産割課税を課 している。その

反面、筆界未定地、無番地 (旧里道)に建

築物等が作 られても、適正課税に取り組む

姿勢は見 られない。土地の登記は現場、地

図、地籍測量図、登記簿の各々が合致して

はじめて成立する。登記制度を各自治体は

理解 して土地行政に努める責務があると思

う。自治法も改正されて、里道、排水路等

の長狭物行政財産の維持管理は、各自治体

に移管されている。隣接する土地権利者と

は対等で、土地行政は複雑化 してきたが、

以前として、前ど―いの行政運営であると

いっても過言ではないと思う。特に、都市

近郊自治体では、再開発計画も示し、ある

いは、乱開発区域の手直 しに積極的に取 り

組み地域住民を巻き込んだ土地利用の考察

を願うものである。また、土地行政運営は、

今一度、行政 トップの リーダーが現状 を
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チェックし、現場担当任せの思いつき行政

を改める必要があります。法制度に基づき、

条例、規程、規則、要領、要綱を告示、誰

が土地行政をタッチしても継続性、合理性、

公平性を考慮した行政運営に引き戻す こと

は大事であります。行政の有する情報の公

開、窓回の一元化等 も/AN共財産 との官民、

筆界等の境界協議に地権者の代理人となる

土地家屋調査士も手続きをスムーズに扱う

ことになり、地権者の負担軽減につながる

と確信します。土地行政の遅れは、社会活

動の活性化にマイナス要因、税減収、住民

福祉に支障してくることから、土地家屋調

査士を動員し、行政運営のスムーズに進め

ることをモットーに要所で助言を得て職員

の意識改革を図る必要があると思います。

今回、この道づくりを通して、地域の方々

のご意見を伺 う中で、諸々の課題が浮かび

上がってきてお ります。その課題解決に土

地家屋調査士会も各自治体の行政、議会 と

の交流会を重ねて、課題をくみ上げ、地域

の発展に寄与しなければならないと思って

います。

土地家屋調査士は日頃から、研鑽、研修

会、交流会等を多くもち、一人一人が土地

行政を理解 し、社会貢献を目指す必要があ

ると思ってお ります。
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第49日 沖縄県土地家屋調査主会定時総会

日時 :平成25年 5月 24日 (金)13:00

場所 :ロ ワジールホテル那覇

スパタワー 8階 「ていだの間」

下地裕之副会長の開式の辞 富効朝光会長挨拶

司会は金効行男理事 議長を務める佐久川紀安会員
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会員の質疑と、応答する執行部
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本総会において、退会さ薇た久場総彦先生を老春会買とする事が77t認 さ薇ました。

会長より記念品が暗呈さ狼ました。

次年度執行部

の久高兼一会

長 と新役員の

みなさん
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セレモニー (式典)

倫理綱領斉唱の音頭をとる416原達治会員 会長挨拶こ会場の様子

福岡法務局長表彰の仲村文宏会員

田
那覇地方法務局長表彰の佐久川紀安会員

謝辞を述べる宮崎禎治会員 (那覇地方法務局長表彰) 日本土地家屋調査士会連合会会長表彰の宮効清会員

調査主会感謝状授与の事務局の上原世子さん

「潔 I殖年h翌

祝辞を述べる内木場―晴那覇地方法務局長
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懇 親 会
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第 49回定時総会の」 日 沖縄カントリークラブにて、親睦

ゴルフコンペを行いました。

優勝者は伊波克之先生、準優勝は松長良吉先生、

三位は宮城朝光名誉会長でした

又、次のコンペを企画 してお りますので、他の会員の方々も

是非参加 して下さい
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絵本「じめんのボタンのナソJ奇贈報告

本年度の広報部事業のひとつ絵本 「じめ

んのボタンのナゾ」 を県内の小学校274校

と公立図書館37館 に寄贈しました。

当初は 7月 31日 の土地家屋調査士の日に

向けての配布計画でしたので、 6月 下旬に

島袋副会長と糸数広報部長において、沖縄

県教育庁義務教育課の興那嶺律子様を訪問、

絵本の紹介、趣旨説明、贈呈式に関する日

程調整等、その中で 「夏休みの自由研究の

参考にもなりますね !」 など寄贈に関する

打合せで、夏休み前に小学校に届ける計画

に変更、 7月 16日 の贈呈式までには最寄 り

の支部か ら各教育事務所に直接届ける事に

なりました。

公立図書館は生涯学習振興課をとおして

連絡調整し全館に郵送する事に、小学校に

関しては沖縄県教育庁義務教育課を窓口に、

教育事務所に受取 りBOXの ない離島の小

学校 と私立小学校の情報を得て郵送で対応

することになり、各小学校・図書館宛の封

筒 には寄贈 :沖縄県土地家屋調査士会の

シールを貼つた絵本と併せて 「マンガでわ

かる土地家屋調査士のしごと」の冊子 と趣

旨文書を添えて配布 しました。

平成25年 7月 16日 (火)11:00か ら沖縄

県教育委員会教育長応接室 (県庁13階)に
おいて、琉球新報社・沖縄タイムスの記者

の取材もあり、当会から久高会長・比嘉副

会長、島袋副会長、糸数広報部長が参加 し、

義務教育課の興那嶺律子様の司会進行によ

リセレモニーを開始、各出席者の紹介の後、

久高会長か ら土地家屋調査士の業務や調査

士会の活動説明、富山県の小学生、本吉凛

菜さん (9)の 自由研究が文部科学大臣奨励

賞を受賞され絵本となった経緯や、県内の

小学校と公立図書館への寄贈に至った説明

と挨拶の後、諸見里明教育長に絵本を贈呈

し記念の写真撮影が行われた。諸見里教育

長からは絵本に高い評価と感謝の言葉を頂

きまして、15分間程の時間ではありました

が、無事に贈呈式を終える事が出来ました。

久高会長の挨拶と教育長応接室の様子

新聞記者の写真撮影の様子
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諸見里教育長と絵本贈呈のスナツプ 諸見里教育長を囲みでの記念撮影

各支部でも最寄の教育事務所を訪間し贈呈式を行いました

那覇事干蓄■___」

那覇支部では、島袋裕二副会長兼那覇支

部長 と糸数厚公報部長にて 7月 11日 (木 )

島尻教育事務所と那覇教育事務所・那覇市

教育委員会 を訪問し絵本 を贈呈 して来 ま

した。

島尻教育事務所 |こ て諸見成明所長とのスナツプ

■

那覇市教育委員会

小学校のBOXに絵本の入つた封筒を納めてきました。

那覇教育事務所 :幸地巧主事 |こ 対応戴きました

那覇市教育委員会 |こ て城間幹子教育長このヌナップ
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宜野湾支部・中部支部合同報告

絵本 【じめんのボタンのナゾ】の寄贈式

を平成25年 7月 12日 (金曜日)午前10時に

中頭教育事務所 4階の所長応接室において、

狩俣 智所長が貴重な時間を割いていただ

き、対応 していただきました。初めに、比

嘉定善副会長がお礼の挨拶をしたのちに絵

本を寄贈するにいたった経緯と土地家屋調

査士の業務内容を説明したのち、写真を撮

らせていただき15分程で寄贈式を終わ りま

した。

沖縄県教育庁中頭教育事務所 4階所長応接室

平成25年 7月 12日 (金日程日)午前10時

沖縄県教育庁中頭教育事務所 所    長

沖 縄 県 土 地 家 屋 調 査 士 会 副  会  長

宜野湾支部長

宜野湾支部幹事

中 部 支 部 長

中部副支部長

狩

,ヒ

島

耳ヒ

吉

宮

智

善

博

力
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定
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八重山支部報告

ユヒ部支部報告
ノ

平成25年 7月 10日 (水 )

八重山教育事務所において、遠藤正

夫支部長・宇根底智生副支部長・國吉

喜盛会計がか加 して黒島一哉八重山教

育事務所長・山岸伯安同事務所総務班

長に絵本の寄贈を行いました。

所 :国頭教育事務所所長室

問 :午後 1時

所  長 金 城   聰

指導主事 小波津 京 子

北部支部長 崎 浜   昇

副支部長 仲井間 慎 也
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富古支部報告
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と

呼
び
掛
け
た
。

こ
の
絵
本
は
、
２
０
１
１
年

度

「第
２９
回
全
国
小
中
学
生
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」
生
活
科
部
門

に
お
い
て
富
山
県
の
小
学
生
、

本
吉
凛
菜
さ
ん
の
自
由
研
究
が

「文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」
を

受
け
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
が

絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

絵
本
の
内
容
は
、
道
路
に
あ

る
土
地
や
建
物
の
位
置
を
示
し

信間所長 (左)に下地支部長から絵本が手渡された=16日 、宮古教育事務所

2013年 (平成 25年)7月 17日 富古毎日新聞

た
り
、　
一
つ

一
つ
の
土
地
の
境

界
を
示
す
ボ
タ
ン

（
測
量
び
ょ

う
、
協
会
標
）
の
ナ
ゾ
を
子
ど

の
目
線
で
調
査
し
て
い
る
。

贈
呈
を
受
け
た
儀
間
所
長
は

「素
晴
ら
し
い
絵
本
の
寄
贈
を

う
れ
し
く
思
う
。
こ
の
絵
本
を

書
い
た
本
吉
さ
ん
は
疑
間
に

思
っ
た
こ
と
を
疑
間
に
と
ど
め

な
い
で
調
べ
た
と
こ
ろ
が
素
晴

ら
し
い
。
各
学
校
の
図
書
館
に

置
い
て
有
効
に
活
用
し
た
い
」

と
感
謝
し
た
。

ま
た
、
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
で
は
同
日
に
県
教
育
委
員
会

の
話
見
里
明
教
育
長
に
対
し
て

同
絵
本
を
寄
贈
。
同
委
員
会
で

は
今
後
、
県
内
の
小
学
校
２
７

４
校
に
各

一
冊
と
公
立
図
書
館

ｙ
館
に
絵
本
を
配
布
す
る
予

定
。

宮古支部での贈呈式には、宮古毎 日新聞・宮古

新報・宮古テレビが取材に来て頂き、私は初めて

テレビの取材を受け放映されました。

初めての貴重な体験をさせて頂きました。

宮古支部長 下地和博



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (33)

新聞各社掲載記事

調
査
学
ぶ
絵
本

小
学
校
に
寄
贈

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
久

高
兼

一
会
長
ら
は
１６
日
、
県
教

育
庁
に
諸
見
里
明
県
教
育
長
を

諸
見
里
明
県
教
育
長

（左
）
に
絵
本

「じ
め
ん
の
ボ
タ
ン
の
ナ
ソ
」
を
寄

贈
す
る
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
久

高
兼

一
会
長
Ｈ
ｌ６
日
、
県
教
育
庁

訪
ね
、
絵
本

「
じ
め
ん
の
ボ
タ

ン

の
ナ
ゾ
」
を
県
内
の
小
学
校
２

７
４
校
、
公
立
図
書
館
３７
館
に

寄
贈
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

絵
本
は
２
０
１
１
年
、
富
山

県
の
小
学
生
が
道
路
に
あ
る
測

量
び

ょ
う
や
境
界
標
を

「じ
め

ん
の
ボ
タ
ン
」
と
し
て
自
由
研

究
で
発
表
し
た
も
の
。
同
県
の

土
地
家
屋
調
査
士
会
や
国
土
地

理
院
ま
で
足
を
運
び
調

べ
た
研

究
内
容
は
全
国
小
中
学
生
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
を
一受
賞
し
た
。

久
高
会
長
は

「県
内
の
小
学

生
に
も

『
じ
め
ん
の
ボ
タ
ン
』

の
役
割
を
知

っ
て
も
ら
い
、
土

地
家
屋
調
査
士
の
仕
事
に
興
味

を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。
諸
見
里
教
育
長
は

「何

で
も
な
い
よ
う
な
も
の
で
も
調

査

す

る

と

大

切

な
役

割

が

あ

る
。
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と

謝
意
を
示
し
た
。

絵
本
は
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
る
。

平成 25年 7月 19日 琉球新報

地
図
テ
ー
マ
絵
本

学
校
な
ど
に
寄
贈

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（久
高

兼

一
会
長
）
は
１６
日
、
土
地
の
境

界
を
示
す
標
識
を
小
学
生
が
紹
介

し
た
絵
本
を
県
内
の
小
学
校
２
７

４
校
と
公
立
図
書
館
３７
館
向
け
に

寄
贈
し
た
。
７
月
３‐
日
の
土
地
家

屋
調
査
士
の
日
の

一
環
。

絵
本
は
富
山
県
の
小
学
生

。
本

吉
凛
菜
さ
ん
が
自
由
研
究
の
成
果

を
絵
本
化
し
た

「じ
め
ん
の
ボ
タ

ン
の
ナ
ゾ
」
。
丸
い
ボ
タ
ン
の
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
で
吐
弛
の
境
界
に

打
た
れ
る

「測
量
鋲
」
、
地
図
を

作
る
と
き
に
必
要
な

「基
準
点
」

の
役
割
を
、
土
地
家
屋
調
査
士
や

国
土
地
理
院
に
聞
い
て
ま
と
め

た
。
２
０
１
１
年
の
全
国
小
中
学

生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
生
活
科
部
門

で
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
も
受
賞

し
て
い
る
。

諸
見
里
明
県
教
育
長
に
絵
本
を

託
し
た
久
高
会
長
は

「絵
本
を
通

じ
て
土
地
家
屋
調
査
士
の
仕
事
を

知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
。

教
育
長
は

「日
ご
ろ
見
慣
れ
て
い

る
も
の
に
こ
そ
大
き
な
発
見
が
あ

る
こ
と
の
好
例
」
と
絵
本
を
評
価

し
た
。

平成 25年 7月 20日 沖縄フイムス

土地家屋調査士会が寄贈

測量鋲の役割を絵本に

7月 31日 の土地家屋調査士の

日にちなみ、県土地家屋調査士

会 (久高兼一会長)は、県内の小

学校274校と公立図書館37館 に絵

本を寄贈。県教育庁で16日 、贈

呈式が行われた。

寄贈 した絵本は、富山県の小

学生・本吉凛菜さんの 自由研究  いてまとめた。

の成果をまとめた 「じめんのボ   久高会長は「土地家屋調査士の

タンのナゾ」。丸いボタンのよう  仕事を知るきっかけになれば」

なデザインで土地の境界に打た  と話 した。絵本は、同調査士会

れる「測量 鋲」などの役割を上  のホームページ(http://okhawa

地家屋調査士や国土地理院に聞   chousasほ詞colvEも 閲覧できる。

諸
見
里
明
県
教
育
長
（左
）
に

絵
本
を
手
渡
す
、
久
高
会
長

第 1440暑 (2013年 7月 26日 )タ イムス住宅新聞



沖縄県土地家屋調査士会

お 礼 状

平成 25年 8月 8日 県教育庁中頭教育事務所

平成 25年 8月 4日 金武町立図書館



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (35)

平成25年度『主地の情界トラヌ)し無料肥談会』各会揚写真柴

7月 30日 。31日 に開催された無料相談会

では久高会長 と糸数広報部長において法務

局も参加された会場を中心に激励の訪問を

して、スナップ写真を収めました。

宮崎禎治相談役か らは手書きのポスター

を作製した旨の連絡があり、朝一番に受取

り、糸満市役所にて活躍してもらいました。

那覇市役所本庁 1階ロビー

那覇市役所首里支所 富U苛夢務所にて手書きポヌ

'―
を碩きました。

糸満市役所



(36)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

豊見効市役所庁舎 1階ロビーにあいては宜保8青毅市長より激励のことばを頂きました。

涌添市役所市民ホール 1階ロビー 北谷町役場

宜野遭市役所



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (37)

沖縄市役所 1階展示室 いちゆい具志川じんδあ館 1階市民会議室

召護中央公民館 大宜味村役場

本部町役場 富古島市役所



(38)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

:即覇支部だより :

時総会

日時 :平成25年 4月 26日 (金)午後 4:30

場所 :小禄 能全の海 (2階奥座敷)

第堀日走

司会担当の平良正人 開会のことばを述べる金効行男副支部長

島袋俗二支部長の挨拶 宮効朝光会長の挨拶

議長に掲篭された糸数厚会員 質疑を述べる久高会員



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (39)

那覇支部総会の様子

調懇 ハ
否
懇親会の様子です !

宮崎禎治会員の乾杯の音頭によリスター

ト、久しぶりの集まりで賑やかな懇親会に

なりました。



(40)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

即覇支部研修 in八重出

平成25年 4月 13日

14日

那覇支部研修参加者 :大城清義会員 仲村文宏会員 比嘉喜雄会員 平井誠会員 久手堅栄会員

金城行男副支部長 島袋裕二支部長 当銘盛光会員 宜保光明会員 平良正人会員

八重山支部会員との交流会

(八重山支部参加者 大底会員 宇根底会員 遠藤会員)

土

日

唐人墓で記念撮影 石垣昂最北端 平久保岬灯台で記念撮影

川平遭で記念撮影 西表島 仲間川マングローブフルーコの船内

由布島 水牛渡し



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (41)

那覇支部第1回研修会l①「土地家屋調査士とファイナンシャルプランナーとの関わりについて」

日時 :平成25年 7月 27日

場所 :サラダボール 2階

(土)13:30～ 17:30

会議室

土地家屋調査主と FPこの関わり|こ ついて 島袋支部長挨拶及び司会の平良副支部長

講師の富良信介氏 久高会員からの質問

研修風黒 親泊会員からの質問



(42)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

那覇支部第1回研修会l②「フェイスブックの活用と注意対策及びLINE(ライン)の活用」

フェイスブックの活用と注意対策及びラインの活用ん法 講師の (有)グーカンパ三一 代表取締役 前田度曳氏

研修風景 久高会長からの質問

島袋支部長からの質問 神谷副支部長の閉会の挨拶



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (43)

:自野遭支部だより :

自師泄支部 第 9日走時総会
平成25年 4月 25日

宜野造支部定時総会 議事進行の様子

新入会員の平西雅也会員 新入会員の桃原達治会員



(44)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

:北部支剖だより :

Jヒ吉呂支音Б

テーマ

講 師

北剖支部定例会及ぴ支剖・ 晴研修会
一

Ｒ

　

‥

支

‐９

北部支部定例会 :14:30～ 16:00
テ ー マ :研鑽 (個人・組織 として何を磨 くか、皆で考えよう。)調査士業務の動向、

今後の方向性について等

基調報告 :仲柴員 盛 松

日日寺:6月 28日 (金)14:30～
場所 :名護産業支援センター

定lrl会の様子

・北部支部合同研修会 :16:00～ 19:00
:GPSの解析練習 (検定の際の解析のポイント等 )

:松 本 武 寿

(他支部の参加もあり茨した)

00

仲榮員氏の報告の様子

補助者を含めた講義の様子

松本氏の請義の様5



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (45)

平成25年度法溌局・司法善■会 。調査主会

合同事溢P~FVTち合わせ会

平成25年 7月 26日 (金 )

司会 :調査士会北部支部長 崎浜 昇

長野員隆支局長挨拶 内間健信統括登記官|こ よる連絡事項の説明

質疑応答の様子

次 第

1.支局長挨拶 長野員隆

2.法務局から司法書士会・土地羅調査士会への連絡・依頼事項

3.質疑応答 第二統括登記官 吉野秀智

① 権利登記質疑応答 (進行 :司法書士会担当 与那嶺庄助)

② 表示登記質疑応答 (進行 :調査士会担当 崎浜 昇)

4.統括登記官挨拶 内問健信

5.閉会の挨拶 司法書士会北部支部長 船越英重



(46)第48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

珂と部支部・支P~F合同研修会

日時 :8月 28日 (水)14:00～ 18:00
場所 :名護産業支援センター

北部支部定例会 :14:00～ 16:00
研修内容 :公嘱協会のサーバーを利用してのファイルシステム共有化について (設定

等の説明)

講  師 :棚リック 金城 氏

Jヒ吉[支言呂・

研修内容

講  師

研修会の様子

北部支部合同研修会 (第 3回 ):46:00～ 18:00
:GPS測量からGNSS測量へ準天頂衛星 QZSS)
:ト リンブルパートナーズ 企画部 五十嵐祐一

研修会の様子

も含めた測量について

氏

懇親会 :48:30～ 場所 :居酒屋『黒』

補助者を含めた講義の様子(他支部の参加もありました)

GNSS実地測量の様子

懇親会の様子 他支部の参加もあり盛況でした。



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (47)

:政治連盟だより:
・ r!「 P,P,P,P''!° ,P,'・ Pa。

6● ,PO,

第13日政治連盟走肘大会

日時 :平成25年 5月 24日 (金)午 前10時

場所 :ロ ワジュールホテル那覇 2階 「北殿の間」

久高兼一副幹事長の司会により進行、下

地裕之幹事長の開会の挨拶にはじまり、大

城幸一政治連盟会長挨拶、島袋徹志公嘱協

会理事長挨拶、議長選出にて宜保光明会員

が選出され、議案審議が開始されました。

役員改選の件において選出された役員に

会 長 :大城幸一  副会長 :当銘盛光

幹事長 :比嘉定善 副幹事長 :糸数 厚

会経責任者 :上原正昭、会経責任者職務

代行者と監事 2名が承認され、議長の降壇

後には元県議の外間盛善顧問から、土地家

屋調査士会、公嘱協会、沖縄県 とのこれま

での関わりや、政治連盟の発展に関する意

見等の講和があり、佐平博昭副会長による

閉会の挨拶にて大会は無事終了しました。

大城幸―政治連盟会長の挨拶 島袋徹志公嘱協会理事長挨拶

執行部席の様子

瀞 縄 県 I:地 家 l「 調 査 :f政 治 運 W

宜保光明議長の挨拶

会場の様子

外間盛善顧間の挨拶



(48)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

単刷 武 士
ハ 多議院議員の乙討問

平成25年 6月 17日 (月 )

本会に民主党の前田武志参議院議員がご

訪問されて、 7月 4日 公示される参議院選

挙に向けて、比例区は民主党へとの当政治

連盟か らの推薦の要請をされました。

前田武志参議院議員を囲み政治連盟幹部構成員こ久高

会長を交えての懇談の様子

前田武志参議院議員は、民主党とこれま

での沖縄県との関わ りやこれか らの党の展

望などについてのお話をされました。

前田武志参議院議員と久高会長の懇談の様子

懇談後の記念撮影



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (49)

怖 崎 恭 久 衆議院議員の乙討問

本会に自由民主党政務調査会長代理 塩

崎恭久衆議院議員がご訪問されて、 7月 4

日公示された参議院選挙に向けて、沖縄選

挙区に自由民主党から出馬の安里政晃候補

者と比例区には公明党からの河野義博候補

者への当政治連盟からの推薦の要請をされ

平成25年 7月 12日 (金 )

ました。

懇談の中では、公嘱協会の設立・14条地

図作成の現状や基地返還後の土地家屋調査

士の業務等についての話もあり、我々の業

務に精通されたお話をされました。

塩崎恭久衆議院議員

塩崎恭久衆議院議員を囲み政治連盟幹部構成員と久高

会長と島袋副会長を交えての懇談の様子

懇談のあと揃って記念撮影

塩障恭久衆議院議員こ久高会長

の懇談の枝子



(50)第48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

′Kィク
販 売

(福岡県福岡市内)

平成25年 7月 :吉 日

いよいよCTl10(通称 :ハ ンターカブ)での九州

縦断ツーリングの出発です !!

福岡空港付近のバイク店にてバイクの引き継ぎを

受け、気合十分 !!天気も良し!!

出発して約 1時間 (走行距離24km)で 佐賀県との

県境。

意外と近く感じるが、福岡市内の道は不慣れでな

お且つ地名もよく解らないため結構緊張しながらの

走行でした。

その後、約 1時間40分 (走行距離32km)地点、佐

賀県鳥栖市 (国道34号 :大木交差点)の コンビニに

て小休憩。

(福岡空港付近)

そうなんです、 このときは暑いくらいの良い天気

でした。

しかしこの後の佐賀県に入ってからは、段々雲行

きが怪 しくなって行きました。

駐車していた車から男性が出てきて話しかけられ

ました。(い いバイクですね 。・)や っぱり、CTl10

はいい味出してますよね・ 。と話していると、那覇

市ナンバーに気づいて (沖縄からの旅ですか ?それ

にしては新しいバイクですね 。・)

佐賀県 (国道34号)か ら長崎県向け (国道207号)

に入って行くあたりから何やら雲行きが怪しくなっ

て来ました。

(佐賀県この県境) (佐賀県烏栖市)



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (51)

(長隋県諫早市)

特に進行方向の長崎県辺りに濃い色の雨雲が見え

てきます 。・・

出発 して約 3時間半 (走行距離121km)辺 りで、

ポツリポツリと降り出してきました。

まだまだ、小雨ですが雨雲はどんどん濃くなって

いきます、この先が大変です。

初日の移動を終えビジネスホテルにチェクイン。

旅の楽しみは食事です。ホテル前にある居酒屋

へ・・地のものを注文したところお店の方の説明を

受けたのですが ?! 方言が理解できず・・・何貝

か判りませんが酒蒸しと、太刀魚の天ぷら (柔 らか

い身でホクホク!!) たこ焼きオムレツ !!

先ずは宿を決めなければ (今回は事前予約なしで

行ける所で宿を探すつもりでした)。

約 2時間程度で到着出来そうな諫早市のビジネス

ホテルをネットで予約し向かう途中から本格的に雨

です。

そんな中ですが偶然見かけた法務局で記念撮影 !

カウンターでは常連さんがワイ ワイ楽しそうに飲

んでいますが、やっぱ り方言で喋っていて残念なが

ら内容は不明 (通訳が必要です )。

地元の方々との交流もそ こそ こにしておかないと。

明日は早朝 4時起きの 5時出発です。

(初 日のダ食 :地元の居酒屋 |こ て)



(52)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

予定通 り午前 5時に2日 ロスター ト (長崎県～熊

本県～鹿児島県)のルー トです !!

(千々石展望台)国道251線沿い橘湾を望む。

(□之津港)

長崎県もここまで、いよいよカーフェリー (島鉄

フェリー)で熊本県へ。

熊本県 (鬼池港)到着 !!

右上の銅像は (天草四郎)熊本県上天草生れ。

この日は朝から雨で、観光地には立ち寄れず。 (な

長崎県島原街道 小浜温泉付近 (温泉の湯気)

本竜馬も立ち寄ったとか !裏手は雲仙普賢岳 !

温泉街には湯けむりが立ち昇っていました。

(島鉄フェリー)

長崎県南島原市 「口之津港」～熊本県天草市五和

町 「鬼池港」 (¥450で 30分の船旅 )。

ぜなら、合羽を着ても全身びしょ濡れなのです)相

方の慣らし運転に徹します !!

坂

(鬼池港 )



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (53)

(牛深港 )

(鬼池港)を出発して国道324号、天草の市街地を通過

して天草工業高校前から国道走行をやめ県道26号線へ。

左の写真のとおり県道幅員が狭くその殆どが、対向草

が来ると一旦停止して譲り合う状況。海沿いから山問へ

と結構楽しい県道でした。

ここでは、道沿いの住居の軒先に、大量の玉ねざが干

してあり?!あ れは何だったんだろう?I(旅は面白い。一

度では理解できないので、また来ようと思う。今度はゆっ

くり観て回れる時間を作つて。)

県道は思っていた以上に走りがいがあり、ようやく

牛深港へ到着。

(三和フェリー)熊本県天

草市牛深町 「牛深港J～鹿児

島県出水郡長島町「蔵之元港J

(¥520で 30分 の船旅)

(長島町入□)

蔵之元港に到着。ここ長島町は石積みを推してい

るらしく幹線道路沿いは、石積みの花壇や住宅も石

積み擁壁で統一され綺麗な沿線でした。

ここでやっと、ランチ!!鹿児島へ到着し時間も余

裕が出てきたので、おすすめ近海アジで腹ごしらえ。

(県道 26号 )

(三和フェリー)

E台 芸内       `う こそaw中 へ

(蔵之元港 )

(あサずめアジ定食)



(54)第48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

(鹿児島県 新港)

福岡から出発して鹿児島新港まで374.7km。

割と短い距離でした。

乗船するフェリーはQUEEN CORAL P
L US(ク イーンコーラル プラス)出港は午後 6時。

那覇港着は翌 日の年後 6時40分予定です。

船代は (2等洋室)¥15,200+(原 動機付 自転車 )

¥5,540=合計¥20,740で した。

鹿児島新港到着 !! 桜島も雲に隠れています。

ここ新港で沖縄行きフェーリの手続きをし乗り込むだ

けです。

天気は相変わらずの雨模様・・・全身濡れているので、

鹿児島市内観光も出来ません。残念 !!

乗船後すぐに浴室へ行き、旅の疲れを洗い流した

後は、お決まりのビールとつまみで一服。

そのまま、疲れで熟睡してしまい目が覚めて外へ

出てみると、先日の雨模様とは一新して素晴らしい

晴天でした。

(雲 |こ 隠れた桜島)

牙

＼

ｒ

　

，
‐

‐

‐

，
‐

，

Ｖ

Ｉ
キ
ー
洋

　ヽ
　
　
　
―

押
一】

(CT110カ ブ号走行距離)

(フ ェリー模型船内ラウンジにて)



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (55)

(沖永良部島)
(鹿児島方面を望ぬ)

鹿児島新港を出港して先ずは明け方に奄美大島

(名瀬港)午前 5時入港。つづいては徳之島 (亀徳港)

午前 9時 10分入港。そして沖永良部島 (和泊港)午

前11時30分入港。

()中永良部島)

フェリーは与論島 (与論港)午後 1時40分入港。

いよいよ鹿児島県から沖縄県へ向かいます。

(船内ランチ)

お腹も空きだし船上ランチです、乗船客もまばら

でレス トランもが ら空きでした。

やっぱ り時は金な りですかね (飛行機移動が主流)

船旅は時間を如何に過 ごすかがテーマですね。

沖縄県 (本部港)が近づいてきました午後 4時30分入港。

もう少しで那覇に到着します。

(左手は瀬底島、右手は本部) (本部港)



(56)第 48号 沖縄県土地家屋調査士会 平成25年 10月 31日

(那覇港 到着)

30年前にX L 250ccで東京から兵庫まで一人旅以

来のバイクツーリング!!気持も状況も全然違う大人

になっての旅でしたが、ワクワクドキ ドキ刺激があ

り、あいにくの天気でしたが振り返つてみたら、楽

しい良い旅でした。

午後 6時40分那覇港に入港しました。

これから、事務所の業務用バイクとしてバリバリ

稼働してもらうぞ!ICTl10カ ブ号

今回の旅費の総額は¥約 48,000。

現在のC T l10カ ブ号はBOXも設置し営業の助

手としてガンバています。

日本郵便の営業バイクとのツーショットです !ち

なみに、CT■ 0カ ブ号は元来オーストラリアの郵

便バイクとして活躍しているバイクです。

このバイクはCB■00ccで 私の愛車。休 日に乗 り

まわす大型バイクです。北部やんばるの道路を安全

運転でス トレス解消走行 しています !!



平成 25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (57)

帯騨轟ユ

週間タイムヌ住宅新聞 より

土地の相続B寺 |こ は分筆を高良健二 (おきなわ境界問題
相談センター運営委員長)堅弛境i界 ⑦

分

筆

で
ト

ラ

ブ

ル
防

ぐ

土
地
の
相
続
が
発
生
し
た
時
、
相

統
人

（子
ど
も
た
ち
）
が
分
筆
を
せ

ず
、
持
ち
分
（権
利
だ
け
を
全
体
の

１
／
○
と
分
け
合
う
）
で
分
配
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
確
か
に
権
利
は
あ
る

の
で
す
が
、
土
地
の
ど
の
部
分
か
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
家
を
建

て
た
り
、
士冗
っ
て
金
銭
に
換
え
る
時

に
、
結
局
分
筆
し
て
そ
の
部
分
を
ハ

ッ
キ
リ
さ
せ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

欠
際
に
は
、
剛
坪
の
持
ち
分
の
５
分

の
１
は
、

１００
坪
と
は
い
か
な
い
よ
う

で
す
。
場
所
の
利
用
価
値
も
考
え
た

時
、
ど
の
部
分
だ
か
ら
「ア
ア
ダ
コ

ウ
ダ
」
と
い
う
状
況
が
あ
り
得
ま
す
。

土
地
は
な
る
べ
く
分
筆
を
し
て
、
半

独
所
有
が
い
い
で
し
よ
う
。
ま
た
、分

筆
の
際
は
道
路
と
の
関
係
も
考
え
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

一
方
に
偏
ら
ず

に
測
定

‐あ
ち
ら
側
か
ら
測
る
と
、
こ
ち

ら
側
に
寄

っ
て
来
る
。
ア」
の
土
地
は

反
対
側
か
ら
測
ら
な
い
と
あ
た
ら
な

い
」
と
以
前
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、

土
地
家
屋
調
査
士
は
、
一
方
か
ら
測

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
準
点
を
基
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
い
う

人
Ｔ
衛
星
を
利
用
し
た
測
量
方
法
も

使
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
依
頼
を
受
け

た
土
地
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
囲
の

土
地
に
つ
い
て
も
境
界
の
手
が
か
り

と
な
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
道
路
、
石
垣
、

境
界
枢
識
な
ど
を
測
量
し
、
一
方
に

偏
ら
な
い
よ
う
に
位
置
を
決
め
ま
す
。

決
し
て
パ
ッ
ー
。

と
測

っ
て
ハ
イ
終

わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
デ
」
安

心
く
だ
さ
い
。　
＝
窮
４
週
に
掲
載

「お
き
な
わ
境
界
問
題
相
談
走
ン
タ
ー
」

で
は
毎
週
水
曜
日
‐０
時
～
１３
時
に
無
料

相
談
を
開
催
ゃ
聞
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
（ａ
０
９
８
・８
３
６
・６
７
６
７
）

土地 境i界 ① 縄庸薙望軍
間 自分の土地はどこ?「筆界未定」

筆
界
未
定
と
は
、
筆
界
線
が
未
線

引
き
の
土
地
で
す
。
現
地
で
は
塀
や

道
路
で
区
画
さ
れ
て
い
て
も
、
公
図

を
見
て
初
め
て
筆
界
未
定
だ
と
分
か

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
土
地
の

評
価
、
取
引
、
金
融
機
関
の
融
資
な
ど

に
影
響
を
与
え
る
の
で
要
注
意
で
す
。

筆
界
未
定
に
な
る
の
は
、
地
籍
調

査
な
ど
に
基
づ
く
地
図
作
成
時
の
境

界
確
認
作
業
で
所
有
者
間
の
境
界
ヘ

の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
所

有
者
が
不
在
で
境
界
確
認
が
で
き
な

い
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
す
。

一
方

に

偏

ら

ず

に

測

定

で
は
、
事
例
を
基
に
解
説
し
ま
す
。

依
頼
者
は
Ａ
地
を
購
入
し
移
転
登
記

を
完
了
し
た
も
の
の
、
数
力
月
後
、

法
務
局
で
入
手
し
た
公
図
を
見
る
と
、

右
図
の
よ
う
に
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
地
の
筆

界
線
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
境
界

の
確
認
作
業
の
時
に
、
Ａ
地
の
前
所

有
者
と
Ｂ
地
、
Ｃ
地
そ
れ
ぞ
れ
の
所

有
者
間
で
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
筆
界

未
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
地
と
周
辺
地

番
の
調
査
測
量
を
し
、
各
所
有
者
に

境
界
の
合
意
を
図
る
べ
く
立
ち
会
い

を
求
め
ま
し
た
。
最
終
的
に
Ａ
地
と

Ｂ
地
の
境
界
線
は
合
意
し
た
も
の
の

Ｃ
地
の
所
有
者
と
は
合
意
で
き
ず
、

Ｃ
地
は
法
務
局
へ
の
筆
界
特
定
申
請

で
筆
界
を
特
定
。
Ａ
地
と
Ｂ
地
は
合

意
を
基
に
地
図
を
訂
正
す
る
な
ど
し

て
、
ツ
年
か
け
筆
界
未
定
の
状
態
を
解

消
し
ま
し
た
。
＝
第
４
週
に
掲
載

迫 路

A tt Bキ C

登 をせず、後々トラブルにコ
濾
　
の
有
無
、
当
人
同
士
で
の
解
決
策
が

あ
る
か
、
な
ど
を
確
認
の
上
、
最
悪

の
場
合
、
訴
訟
に
も
発
展
し
か
ね
ま

せ
ん
。

将
来
に
境
界
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
最
小
限
、
登
記

が
必
要
で
す
。
費
用
を
借
し
み
、
登

記
を
先
延
ば
し
に
す
る
と
、
大
き
な

問
題
に
な
り
か
ね
な
い
事
項
を
将
来

に
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
気
を

付
け
ま
し
よ
う
。
＝
第
４
週
に
掲
載

イ

B地

ホ
『
σ

①

0

A地

Lし嘉定苦 6中縄県土地家屋調
査主会理事)土地 境i界 ③

登
記
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
面

倒
な
こ
と
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
地
と
Ｂ
地
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者

は
、
Ａ
地
の
①
部
分
と
、
Ｂ
地
の
②

部
分
を
口
頭
で
合
意
し
た
上
、
交
換

（左
図
、
①
と
②
部
分
の
面
積
の
差

は
金
銭
の
支
払
い
で
了
承
済
み
）
。
そ

の
後
、
イ
と
口
を
結
ぶ
線
を
境
界
と

し
て
ブ
ロ
ツ
ク
塀
を
設
け
た
も
の
の
、

分
筆
登
記
や
所
有
権
の
移
転
登
記
は

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ
地

・
Ｂ
地
と
も
、
平
穏
に
占
有

し
て
い
た
も
の
の
、
両
方
と
も
所
有

者
が
死
亡
し
変
更
。
Ｂ
地
を
購
入
し

た
新
し
い
所
有
者
は
、
間
口
を
広
く

使
お
う
と
、
公
図
を
根
拠
に
イ
と
ロ

を
結
ぶ
境
界

（プ
ロ
ッ
ク
塀
）
に
異

議
を
申
し
立
て
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
Ｂ
地
の
新
し

い
所
有
者
が
当
初
の
契
約
を
知
ら
な

い
善
意
の
第
二
者
で
あ
れ
ば
、
Ａ
地

の
所
有
者
は
ブ
ロ
ツ
ク
塀
の
境
界
は

主
張
で
き
ま
せ
ん
，
時
効
や
契
約
書

道路
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わかる !

土地境:界 ⑩霰現空亀象雪偏界問題 筆界に不満 「調停」で解決ヘ

「法
務
局
か
ら
、
境
界
に
関
す
る

よ
く
分
か
ら
な
い
通
知
が
来
た
」
と

相
談
を
受
け
た
。
女
性
は
約
３
カ
月

前
、
土
地
家
屋
調
査
士
Ｒ
氏
か
ら
隣

の
Ｂ
地
と
の
境
界
の
確
認
を
求
め
ら

和
、
立
ち
会
い
を
し
た
。
Ｈ
氏
は
地

籍
図
な
ど
か
ら
現
況
の
プ
ロ
ッ
ク
塀

で
な
く
、
女
性
の
屋
敷
内
４０
側
の
イ
～

口
を
境
界
と
し
て
示
し
た
（左
図
）。

父
の
代
か
ら
の
上
地
で
、
Ｈ
氏
か

ら
立
会
証
明
書
へ
署
名
と
押
印
を
求

め
ら
れ
た
が
納
得
で
き
ず
、
そ
の
場

で
は
拒
否
し
た
。
そ
の
後
、
筆
界
特

定
の
通
知
書
が
来
た
と
い
う
。

筆
界
は
普
通
は
現
況
と

一
致
し
て

る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

筆
界
特
定
は
、
も
と
の
境
界
（筆
界
）

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
客
観
的
に
発
見
、

特
定
す
る
制
度
で
歓
迎
す
べ
き
も
の

だ
。
そ
れ
で
も
境
界
が
イ
ー
ロ
と
特

定
さ
れ
た
ら
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

父
の
代
に
ブ
ロ
ツ
ク
塀
を
間
違
っ

て
積
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
又
は
父

の
代
に
協
議
し
、
合
意
の
下
だ

っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
記
憶
に

無
か
っ
た
り
、
父
親
が
他
界
し
て
い

た
ら
知
り
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
は
、

ど
う
す
る
か
。
依
頼
者
は
間
違
い
な

ら
正
し
た
い
が
、
理
由
が
分
か
ら
ず

受
け
入
れ
が
た
い
気
持
ち
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
籍
図
で
の
境
界
は

明
ら
か
に
な
っ
た
が
問
題
が
残
っ
て

い
る
場
合
、
セ
ン
タ
ー
で
は
「調
停
」

を
行
い
和
解
へ
の
道
を
探
す
お
手
伝

い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

＝
第
４
週
に
掲
載

土地 境1界 ⑪懲翼ギ
縄県J也須屋 地図の境界が違っていた

７
年
は
ど
前
に
親
か
ら
相
続
し
た

Ａ
地
に
暮
ら
す
Ａ
さ
ん
。
両
隣
と
の

境
界
は
、
線
イ

・
口

・
ハ

，
二
で
す
。

あ
る
日
測
量
業
者
と
Ｂ
地
の
所
有

者

（Ｂ
さ
ん
）
が
訪
れ
、

「道
路
拡
張

の
た
め
土
地
測
量
を
す
る
と
、
Ａ
地

と
Ｂ
地
の
境
界
は
イ
と
ホ
を
結
ん
だ

線
だ
と
分
か

っ
た
。
法
務
局
の
地
図

か
ら
求
め
た
正
確
な
境
界
線
な
の
で
、

境
界
立
会
確
認
書

へ
署
名
押
印
を
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
現
況

と
あ
ま
り
に
違
い
、
庭
や
建
物
ま
で

食
い
込
ん
で
い
る
た
め
、
保
留
に
。

Ａ
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
、
「法
務

局
備
え
付
け
書
面
（１４
条
地
図
、
登
記

簿
、
地
積
測
量
図
、
閉
製
地
図
、
閉
鎖
登

記
簿
ご

「建
物
の
登
記
憎
お
よ
び
間

き
取
り
」

「現
況
訓
脊

（占
有
状
況
，

物
証
ご

「占
い
写
真
」
な
ど
を
調
査
。

閉
鎖
地
図
の
形
状
や
証
言
な
ど
か
ら
、

地
図
が
誤
っ
て
い
て
、
境
界
線
は
現
況
の

線
イ

・
口
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

解
決
策
と
し
て
、
①
地
図
を
訂
正

・

地
積
更
正
登
記
を
行
う

（現
在
ま
で

の
固
定
資
産
税
負
担
な
ど
で
の
和
解

が
必
要
）
②
地
図
に
合
わ
せ
て
、
線

イ

・
口

・
ホ
を
分
筆
し
、
Ａ
さ
ん
に

所
有
権
を
移
転
す
る
登
記
を
行
う
（所

得
税
負
担
な
ど
で
の
和
解
が
必
要
）
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

話
し
合
い
の
結
果
、
②
で
解
決
を

図
る
こ
と
に
。
両
者
の
関
係
が
良
好

で
Ｂ
さ
ん
が
快
く
応
じ
解
決
で
き
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
解
決
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＝
第
４
週
に
掲
載

土地 境!界 ⑫ 嘗黙誌τ堤曾望旨〒 トラブル防ぐ境界標識

境
界
標
識
と
は
、
現
地
に
お
い
て

土
地
の
境
界
を
示
す
日
印
で
す
。
境

界
ト
ラ
、フ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
境
界
標

識
の
有
無
が
と
で
も
重
要
で
す
。

以
前
、
Ａ
さ
ん
よ
り
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
隣
の
Ｂ
さ
ん
か

ら
、
土
地
の
分
筆
に
あ
た
り
境
界
の

立
ち
合
い
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ｓ

さ
ん
は
境
界
を
互
い
の
屋
敷
囲
い
の

ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
中
心
と
ｉ
張
。
Ａ
さ

ん
は
先
代
の
父
親
か
ら
境
界
は
Ａ
さ

ん
側
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
外
面
だ
と
言
わ

れ
て
い
て
、
承
詰
し
か
ね
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
現
地
に
は
境
界
を
示
す

標
識
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

解
決
策
と
し
て
当
事
者
問
の
話
し

合
い
や
調
停
で
の
解
決
、
法
務
局
の

筆
界
特
定
、
訴
訟
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
解
決
は

困
難
な
場
合
が
多
く
、
そ
の
後
の
関

係
に
強
い
し
こ
り
を
残
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
外
面

を
示
す
境
界
慄
識
が
あ
れ
ば
、
境
界
問

題
は
無
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

境
界
標
識
に
つ
い
て
、
意
外
に
土

地
所
有
者
は
認
識
が
薄
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
分
筆
や
測
量
な
ど
で
現
地

に
設
置
し
て
も
、
何
ら
か
の
工
事
な

ど
で
紛
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
管
理
に
は
十
分
に
配
慮

を
。
な
お
設
置
の
際
は
専
門
家
の
土

地
家
屋
調
杏
す
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

子
や
孫
ま
で
隣
同
士
ト
ラ
ブ
ル
が

無
い
良
好
な
関
係
に
す
る
た
め
に
も
、

境
界
標
識
の
設
置
を
願
う
も
の
で
す
。

“
当
連
載
は
今
回
で
終
了
し
ま
す

境界標識 (写 真)は コンクリート

抗 (く い)や金属プレートが良い

「おとなわ境界問題相談セ

ンター」では毎週水曜日10

時～13時に無料相談を開催

問い合わせは、同センター

(8098・ 836・ 6767)
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編 柴 後 記

会報の編集にあた り上半期の手持ちのデータを整理しなが ら感 じた事、新役

員・支部長挨拶は全理事 と支部長が快 く協力頂き活躍表明の挨拶文を提供して

もらいました。

宜保光明会員か らの 「私の道づくり 3」 は、次回はまたどのように道づくり

に絡めてくるのか楽 しみな投稿を頂き、広報部としてはシリーズ化 して欲 しく

思つてお ります。

定時総会のアルバムは前広報部理事の前田克也会員が編集 して提供 して頂

き、ホームページでも活躍 してもらいました。

親陸ゴルフコンペの報告は下地和博宮古支部長が作成 してメール送信してく

れたのですが、私のパソコンの中で、今回の出番を待ちわびていたようで、今

頃になってホームページにもUPし ておけばよかったと反省してお ります。

「じめんのボタンのナゾ」寄贈報告 と土地の境界 トラブル無料相談会では、

各支部で贈呈式をお こなって頂き、相談会スナップと併せて広報活動に協力し

ていただきました。

島袋裕二副会長には、一緒に担当した筆界特定の現場で、ジャンルにこだわ

らない自由な投稿を依頼 したところ、 C Tl10カ ブ号 !慣 らし運転in九州縦断

ツーリング !Iの楽 しい旅行紀は写真が良く撮れていて、赤いカブ号が会報で

は白黒になりますので、会報掲載後はホームページでカラー掲載をしたいと思

います。

支部だよりの提供 していただいた支部の担当者には、 これか らも支部の多岐

にわたる情報発信をお願いしたいと思ってお ります。

宮崎禎治相談役には 「書」により2つ の記事に絡めることが出来ました。こ

れか らもサプライズな発信を期待しております。

取 りまとめてみると、たくさんの会員の手が加わっていることに気づかされ

ます。 これからも会員の皆様が気軽に投稿できて楽 しい会報発行が出来るよう

な情報の発信と収集により広報活動の道筋づくりをこころがけて行きたいと思

います。

広報部長 糸 数   厚
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安定した「はかる」を提供します

株式会社 測 機 シ ス テ ム

優秀サービス認定店

校正・検査認定事業者
実用標準機CALSET‐ R設置

測量機検定室

。社内検査
定期点検、修理、校正検査

・証明書発行

検査・修理報告書
検査成績書
校正証明書

・機謡検定受付
日本測量協会技術センター
日本沢怪 機器工業会 (」SIMA) 墨出し器、環境測定機器、電子平板など

已

ノンフリズムTS

サービス事業部
メーカー間わずご相談下さしヽ

レンタル事業部
最新機器をご用意しております

販売・サポート
事業部

業務効率化を廟援 します

SOKKIA
ツキアビジネスメヾ―トナー

_~TOpCOR
3Dレーザースキャナー

レンタル始めました !

。路面形吠計沢」
・ボリューム計沢」
・構造物、建築物調査
・災害・事故調査
・河川、ダム、堤防計測
・ トンネル内空断面計測
・遺跡調査ほど

情報化施工を推進 !

モーター ドライプTS,GNSS受 信機

お間合せはお気軽に !

T E L 098‐880‐6505  FAX 098‐880‐6573
〒90卜0153沖縄県那覇市宇栄原3丁 目9番7号

http:′′www.sokki‐system.,P′

・ソフ トウェアー

土地家屋調査土専用
公共測量・設計専用
土木沢」量専用

技術提案善作成用
導入指導サポート

・ハードウェアー
ペンコン、パソコン

周辺機器―切

ネットワーク設置
リモコンサポー ト
メンテナンス

・測量機器、計測機器
。中古測量機

・環境測定機器、安全機材
・建設材料試験機

。境界明示用品(フ

°
ラ杭他)

・測量、製図用品
・シャープ複写機、家電
・事務機、事務用品

・セミナー企画
・講師派遣など
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新型毛―タードライブトータルステ―ション

を使用:した測量作業の効率1ヒのご提案
■モータードライブトータルステーションの利点は?

0指定したポイントなどの角度を自動て振るので素早く方向の確認ができます。

●対回観測作業で、どの方でも作業の均一化ができます。

●ミラーを追尾する自動追尾、ミラーが探しにくい場合や、ミラーの中心を自動でサーチ

する自動視準などの機能があります。
※トータルステーションのクラスによって機能がかわります。辞しくは弊社スタッフまで

自動追尾型パワキステーション

peシリー
■主な機能は ?
雪自動追尾/自 動視楽/貞 勲崖回
雪貞動対回(フルオ〒卜/セミオート)

ηノンプリズム型1距最大¬▼0@0・印

・データ入出力、uSBメモリ対応

・表示画面カラータッチパネル採用
雪51里 etoeth無線機能惜戦(タラ八1)
甲トリガー手=採用(本体検)

雪Bll途
1‐

オプションにてロシマン観測

自動視峯型fゲイレタトエイミ渉グステーション

D§シリーーズ
■主な機能は ?
!自 動視準ノ自動鷹回(違尾懐能無し)

・自動対国(フルオ尊卜/セミオート)

ツシプリズム測距最大1!OOO印
口〒―夕八出力、υSE>モリ対磨
R表示璽画、カラータ‐ツ多パネル採用
嘔 1里 eteeth無線機能措瑾(タラス1)
.トリガ尊キ苺採用(本体懐)

甲別逢、オプションにてセミワンマシ観測

ｏ

住

nHb喘わせ勝… (有)南部測量機  TEL:992-3115
所:糸清市西崎町4-17-23 URL:http://nanbusok.com
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ソフトウェア開発及びパッケージ販売、導入コンサルタント、

保守サービスは豊富な実績を持つ当社にお任せ下さい。

ン菜ヌ・7〕〕ズ

OA関連事業

・複写機販売・保守サービス

・コンピュータ機器販売・保守サービス

・土地家屋調査士向けシステム

・サプライ(消耗品)

'レーザープリンタ

・ネットワーク構築
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フィールドデザインで日本の未来を創る
測量計算CADシステム「BLUETREND XA」

鶴

コ ロ 1叫

用地境界測量を強カサポート!

【BLUETREND XA 2014】 で|よ、用地境界測量業務で必要となる

調査用図面を伯或し、【XYCLONE 2014】 では、境界観測や現状情報の

収集をより便利によりFs~単 に行うことができます。現場と事務所の間は

羽 場 と事 務 所 を ク ラ ウ ドを 通 して リア ,レタ イ ム に デ ー タ 連 携 ! 福井コンピュータが提供するクラウドサービスIC MPHONY】 を通して

現場の情報がそのまま成果に直結 !

リアルタイムなデータ連携も可能になります。例場の情報がそのまま

成果に直結し、手間もミスも大幅にカットでき業務効率が向上します。

φ /x■ a離
現場端末システムIサイクロン〕

旧LUETttEΠ □
V「

呵

″ 4日 , ュI

里‖。け D口J∩口¬リ

呪地での確認メモ記録、写真撮影、観測まで]台でまとめて行え、

デジタルテータでの情報収集が成果作成を強力にサポートします。

転写連続図など調査用図画作成、境界観測結果 (XYCLONE
データ)から地番登録が簡単に素早くできます。

日LttETRE口
測量計算CADシステム

福丼コンh一 つ株式会社
本社/〒 9100297福 井県坂丼市丸岡町磯部福庄56

0製品の詳しい情報、カタログのこ請求は

福井コンピュータ

www.fukuicompu.co.】 p
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